
 

 

 

 

青い空 入道雲 にじむ汗 冷たい水 
梅雨はいったいどこにいってしまったのでしょう。この頃は晴天

の日が多くて暑さも身に沁みます。何より水不足は心配です。田ん
ぼが困りませんようにと願うばかりです。 
あっという間に1学期も最後の7月となりました。マスクを外す

時間を設けるなど、少しずつ学校の様子も変わり始めています。そ
の中でも、子どもたちは暑さに負けず、勉強に運動にと全力で学校
生活を送っています。そんな1学期のラストスパートに、引き続き
ご支援の程、よろしくお願いいたします。 

 “暑い夏”“平和を考える夏” 
はるか昔、駆け出しの教師だった30年くらい前の夏、私はもう

退職も近い大先輩の先生に、こんな考えを伝えました。 

「8月6日の出校日の平和学習、生徒は暑くて話も聞かないし、

うちの学校も教室でなくて涼しいどこかのホールに行って、出校日

の平和学習もした方がいいんじゃないですか。」 

すると、その先輩先生は少し間をおいて、とても静かな口調でこ

う答えられました。 

「あの年、6月の沖縄も、大空襲の福岡も、8月の広島も長崎も、

みんな今日と同じように暑かった。そして、その暑さの中、まだ生

きたかった大勢の人々が死んでいった。だから、子どもたちには、

「ああ、それは今日と同じように暑い日だったんだな。」と、この

日の暑さを感じてくれるだけでも意味があるんじゃないかね。」 

どこまでも穏やかに話されるその言葉に、「ああ、そうなんだ」

と、私は妙に納得しました。「○○年前の夏も今日と同じように暑

い夏だった。」それ以来、私の中では夏は暑ければ暑いほど、暑さ

と共に平和について思いをはせる季節となりました。 

先月の 6月 23日は 7７回目の「沖縄慰霊の日」でした。来

月の8月5日は（8月6日が土曜日のため）広島に原爆が投下

された日にちなんで出校日にし、みんなで 

平和学習を行います。それでなくても、現 

在の世界を見れば戦争は決して昔の話では 

ありません。破壊された学校、逃げ惑う子 

どもたちのニュースを見れば、心が痛みま 

す。 

今では子どもたちの安全を考え冷房をし 

た中で学習をしますが、どうか季節の中からも平和を考えるこ

とができるような豊かな感性と、平和を愛し、自分にも他者にも

痛みを与えまいとするようなやさしさをもった子どもたちに育

ってほしいと思います。 
 

 
１日 （金） 委員会活動 安全点検 性教育週間 ALT来校 

４日 （月） 生活アンケート 教育相談週間 クラブ活動  

５日 （火） 水泳授業 授業アンケート 

６日 （水） 巡回相談 てんとう虫号来校 

８日 （金） ALT来校  

１２日 （火） 水泳授業（最終回） 

１４日 （木） 学期末個人懇談会 

１５日 （金） 校内学力テスト（国・算） ALT来校 

１９日 （月） 夏休み図書貸出 給食終了  

２０日 （火） 一学期終業式 大掃除 

２１日 （木） 夏休み（～8／24） 

８月１日 （月） 第 2回学校運営協議会 

  ３日 （水） ・４日（木） 夏休  

５日 （金） 出校日 

２３日 （火） ・２４日（水）夏休  

２５日 （木） ２学期始業式 
 

 

 

 

 

 

 

   

今年度は５・６年生が一緒に「大刀洗平和祈念館」「吉野ヶ里歴史公園」

「佐賀県立宇宙科学館」をまわる修学旅行を実施しました。日帰りとはな

りましたが、帰校して一人ひとりがしっかりまとめを発表できるような、

立派な学習ができました。学んだ内容は、ぜひ忘れないでいて下さい。 

 

   

   
 今年も地域の方々のご支援を受け、無事に田植えを行うことができまし

た。はだしで田んぼに入り、ぬるぬるした土の感触を感じることができま

した。この感触を得ることが大事な体験です。みんな、ぜひ、覚えておき

ましょう。秋に稲が大きく実ることを願います。 

   

コミュニティ・スクール「学校運営協議会」 ６/２７ 
今年度から熊ヶ畑小学校は「コミュニティ・スクール」としての

取組を始めます。それは、学校と地域とがどんな子どもたちを育

て、地域づくりにつなげるかというテーマについて、共に考え一緒

に活動していこうというものです。そのことを熟議するための場

を学校運営協議会といいます。まず、６/２７（月）、学校に学校・

地域・保護者の代表が集まりました。そして、開かれた学校運営を

目指すために校長の学校運営構想について協議してもらい、学校

運営協議会として承認していただきました。 

これまでも、熊ヶ畑小学校と地域との連携は十分積み重ねられ

てきました。今後も、引き続きその実績に基づき学校と地域とが協

働・連携した行事（社会に開かれた教育課程）等を、積極的に話し

合っていきます。そして、子どもたちの育ちや地域づくりへの貢献

を、見守っていきたいと思います。 

   
 

 

 

嘉麻市立熊ヶ畑小学校 

（文責：校長 安藤 能之） 

 令和４年７月１日 

 

“密閉・密集・密接”を避け、マスクの着用、こまめな手洗い を心がけ、コロナ感染予防に努めましょう！ ※引き続き、ご家庭での体調管理や『健康状態チェック表』記入のご協力を、お願い致します。 


